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【
村
山
大
和
・
書
記
・
小
池
義

博
通
信
員
】
私
が
5
年
ぶ
り
に
福

生
市
に
戻
り
、
自
宅
の
近
所
に
飲

み
屋
さ
ん
が
な
い
か
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
こ
の
お
店
と
出
会
い
ま

し
た
。
田
園
通
り
沿
い
に
あ
り
、

地
元
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
場
所
。
店
長
も
非
常
に
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
、
一
人
で
行
っ
て
も
楽

し
め
る
お
店
で
す
。
最
寄
り
の
駅

は
牛
浜
駅
で
、
西
口
よ
り
徒
歩
10

分
く
ら
い
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

も
う
か
れ
こ
れ
6
年
近
く
行
き
つ

け
て
い
る
お
店
で
す
。

1
番
の
お
す
す
め
は
「
炙
り
鶏

の
白
レ
バ

ー
」
。
こ
れ

は
、
ご
ま
油

と
塩
と
ネ
ギ

で
食
べ
る
の

が
最
高
！
な

か
な
か
食
べ

れ
る
お
店
が

な
い
の
で
、

ぜ
ひ
、
一
度

食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
で

す
ね
。

続
い
て
の

お
す
す
め

は
、
「
国
産
和
牛
の
ハ
ラ
ミ
」
こ

れ
も
絶
品
。
実
は
お
寿
司
で
頼
む

こ
と
も
出
来
ま
す
よ
。

そ
の
他
に
も
、
4
種
の
チ
ー
ズ

焼
や
、
湯
葉
の
刺
身
、
系
列
店
で

出
し
て
い
る
こ
め
油
を
使
用
し

た
、
胃
も
た
れ
し
な
い
唐
揚
げ
、

〆
は
絶
品
の
生
パ
ス
タ
。
ど
れ
を

食
べ
て
も
美
味
い
ん
で
す
。ま
た
、

ビ
ー
ル
の
泡
を
使
っ
た
ア
ー
ト
も

サ
ー
ビ
ス
で
し
て
く
れ
る
の
で
、

飲
め
な
い
子
ど
も
も
楽
し
め
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
も
の
も
、

そ
の
日
の
材
料
次
第
で
は
作
っ
て

も
ら
え
る
か
も
。
ご
近
所
さ
ん
は

ぜ
ひ
、
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
メ
ニ
ュ
ー
》
（
税
込
）

ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
（
中

ジ
ョ
ッ
キ
）

6
0
0
円

4
種
の
チ
ー
ズ
焼

9
8
0
円

炙
り
鶏
の
白
レ
バ
ー
1
1
8
0
円

国
産
和
牛
の
ハ
ラ
ミ
1
4
8
0
円

生
パ
ス
タ
各
種

8
0
0
円
〜

【
営
業
時
間
】
17
時
〜
24
時
（
定

休
日
な
し
で
す
が
、
現
在
、
定
例

営
業
は
土
曜
の
み
。
ネ
ッ
ト
か
ら

の
事
前
予
約
で
平
日
も
可
で
す
）

福
生
市
南
田
園
3
―
18
―
4
フ
ォ

ン
テ
ー
ヌ
南
田
園
1
Ｆ

Ａ
号

☎
0
4
2
（
5
3
0
）
5
8
3
8

現在は土曜のみ定例営業となっています

昭
和
34
年
、
16
歳
の
春
。
職
業

訓
練
所
を
修
了
し
、
就
職
し
た
先

が
深
川
住
吉
町
の
電
気
機
器
の
修

理
や
工
事
及
び
家
電
の
販
売
、
据

付
等
を
し
て
い
る
会
社
で
し
た
。

故
郷
の
敦
賀
よ
り
夜
行
列
車
で

同
級
生
と
二
人
、
北
陸
線
・
東
海

道
線
を
乗
り
継
ぎ
東
京
駅
に
到
着

し
た
の
は
、
朝
が
よ
う
や
く
明
け

た
午
前
6
時
頃
。
ホ
ー
ム
を
見
る

と
、
会
社
名
が
入
っ
た
ボ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
が
。
そ
の
方
が
会

社
の
社
長
で
し
た
。
車
に
乗
せ
ら

れ
て
、
都
会
ら
し
い
東
京
駅
か
ら

段
々
と
、
下
町
ら
し
い
風
景
が
見

ら
れ
、
新
大
橋
を
渡
っ
て
着
い
た

の
が
、
深
川
の
電
気
屋
で
し
た
。

先
輩
が
4
人
で
、
翌
日
に
北
海

道
か
ら
2
人
が
着
き
、
皆
で
8
人

の
住
込
み
で
し
た
。
2
部
屋
に
雑

魚
寝
。
朝
6
時
頃
に
起
こ
さ
れ
、

部
屋
の
掃
除
、
工
場
の
整
理
整
頓

ま
た
、
車
の
清
掃
等
、
そ
の
後
全

員
で
食
卓
を
囲
ん
で
朝
食
。
社
長

一
家
も
隣
の
卓
で
一
緒
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。勿
論
、お
手
伝
い
さ
ん

が
い
ま
し
た
が
、
今
の
時
代
で
は

考
え
ら
れ
な
い
風
景
で
し
ょ
う
。

仕
事
は
、
工
事
部
で
は
、
当
時

砂
町
等
に
多
く
あ
っ
た
運
河
沿
い

の
肥
料
工
場
や
、
墨
田
区
の
向
島

に
あ
っ
た
ア
ル
ミ
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト

製
造
工
場
の
配
線
工
事
な
ど
。
家

電
部
で
は
、
夕
飯
後
に
順
番
で
店

番
を
し
、
昼
は
お
客
さ
ん
の
注
文

で
、
家
電
製
品
の
配
達
・
据
付
で

す
。
当
時
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

景
気
と
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
出
始

め
で
忙
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

今
想
う
と
こ
の
時
期
は
、
近
所

の
町
工
場
や
お
店
で
働
く
田
舎
か

ら
の
若
い
人
が
、
た
く
さ
ん
住
込

み
や
寮
に
い
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動

が
盛
ん
な
時
で
、
懐
か
し
い
こ
と

ば
か
り
。
私
も
こ
の
地
域
で
良
き

伴
侶
と
め
ぐ
り
逢
い
、
現
在
に
い

た
っ
て
お
り
ま
す
。

（
品
川
）

電
気
工

上
野
山

和
男

初
期
衝
動

1
9
8
1
年
の
結
成
か
ら
99

年
の
活
動
休
止
ま
で
、
爆
風
ス

ラ
ン
プ
の
ド
ラ
マ
ー
と
し
て
人

気
の
絶
頂
に
あ
っ
た
フ
ァ
ン
キ

ー
末
吉
。
現
在
、
中
国
で
一
番

ツ
ア
ー
を
回
る
と
言
わ
れ
る

「
布
衣
（
中
国
語
で
庶
民
の
意
）

バ
ン
ド
」
で
活
躍
し
、
「
生
き

る
伝
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

90
年
当
時
、
ま
だ
ロ
ッ
ク
が

非
合
法
だ
っ
た
中
国
で
、
体
制

に
抑
え
つ
け
ら
れ
な
が
ら
命
が

け
で
音
楽
を
奏
で
る
若
者
た
ち

に
「
自
分
の
初
期
衝
動
を
見
つ

け
た
」
、
と
い
う
の
が
日
本
を

飛
び
出
し
た
理
由
だ
っ
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
バ
ン
ド
、
レ

ッ
ド
・
ホ
ッ
ト
・
チ
リ
・
ペ
ッ
パ

ー
ズ
の
新
譜
に
「
エ
デ
ィ
」
と
い

う
曲
が
あ
る
。
2
年
前
に
亡
く
な

っ
た
ギ
タ
リ
ス
ト
、
エ
デ
ィ
・
ヴ

ァ
ン
・
ヘ
イ
レ
ン
に
捧
げ
ら
れ
た

も
の
だ
。

80
年
代
に
ラ
イ
ト
ハ
ン
ド
奏
法

で
時
代
の
寵
児
と
な
り
、
そ
の
後

も
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
君
臨

し
続
け
た
エ
デ
ィ
。
実
は
オ
ラ
ン

ダ
生
ま
れ
で
、
父
親
は
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
奏
者
。
あ
の
ノ
リ
ノ
リ
の
ア

メ
リ
カ
ン
サ
ウ
ン
ド
に
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
的
な
裏
打

ち
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

レ
ッ
チ
リ
流
に
追
悼
さ
れ
た

「
エ
デ
ィ
」
は
、
長
め
の
ギ
タ
ー

ソ
ロ
以
外
、
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
イ
レ
ン

ら
し
さ
は
な
い
。
面
白
い
。

先
月
13
日
に
は
、
米
軍
横
田

基
地
周
辺
地
域
で
連
日
の
夜
間

低
空
飛
行
な
ど
に
よ
り
、
住
民

が
爆
音
や
墜
落
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
反
対
し
た

大
集
会
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か

し
、
横
田
基
地
の
弊
害
は
こ
れ

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

基
地
が
管
理
す
る
い
わ
ゆ
る

�
横
田
空
域
�。
最
高

で
7
0
0
0
ｍ
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
脈
の
よ
う

な
こ
の
巨
大
米
軍
専

用
空
域
が
日
本
の
空

を
東
西
に
分
断
す
る

こ
と
で
、
空
域
の
南

側
は
羽
田
空
港
や
成

田
空
港
に
着
陸
す
る

航
空
機
が
密
集
し
、

非
常
に
危
険
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
。

『
狂
っ
ち
ゃ
い
な

い
ぜ
』は
、こ
れ
に
負

け
ず
劣
ら
ず
過
密
状

態
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
空
を
預
か
る
航
空

管
制
官
た
ち
の
ス
リ
リ
ン
グ
な

日
常
と
人
間
模
様
を
、
コ
ミ
カ

ル
に
描
い
た
1
9
9
9
年
制
作

の
米
映
画
。

敏
腕
管
制
官
ニ
ッ
ク
の
い
る

Ｎ
Ｙ
航
空
管
制
局
に
、
地
方
か

ら
新
任
の
ラ
ッ
セ
ル
が
や
っ
て

く
る
。
強
烈
な
ラ
イ
バ
ル
心
を

燃
や
す
ニ
ッ
ク
だ
が
、
す
べ
て

に
お
い
て
上
を
行
く
ラ
ッ
セ

ル
。
や
が
て
二
人
の
妻
を
巻
き

込
み
面
倒
な
四
角
関
係
に
陥
る

な
か
、
空
港
に
爆
弾
が
仕
掛
け

ら
れ
る
と
い
う
大
事

件
が
発
生
し
…
。

監
督
は
『
フ
ェ
イ

ク
』
の
マ
イ
ク
・
ニ

ュ
ー
ウ
ェ
ル
。
ニ
ッ

ク
演
じ
る
ジ
ョ
ン
・

キ
ュ
ー
ザ
ッ
ク
も
ハ

マ
リ
役
だ
が
、
ラ
ッ

セ
ル
を
演
じ
る
ビ
リ

ー
・
ボ
ブ
・
ソ
ー
ン

ト
ン
が
妖
し
い
魅
力

全
開
で
物
語
を
か
き

回
し
て
い
る
。
余
談

だ
が
ソ
ー
ン
ト
ン

は
、
妻
役
の
ア
ン
ジ

ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ

ー
と
本
作
が
縁
で
結

婚
。
彼
女
の
二
番
目
の
夫
と
な

り
、
超
ホ
ッ
ト
な
カ
ッ
プ
ル
と

し
て
話
題
に
。

こ
の
作
品
を
観
る
ま
で
、
航

空
管
制
官
が
こ
ん
な
に
ス
ト
レ

ス
の
多
い
職
業
だ
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
手
腕
に
多
く
の

人
命
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
う

と
、
彼
ら
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は

重
要
だ
と
思
っ
た
。

香
港
屋
台
料
理

40

ＪＲ青梅線
牛浜駅
徒歩１０分

の

ん

で

こ

Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
幸

の

ん

で

こ

Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
幸

五
輪
景
気
の
中
で

お１人様でも楽しめる
イチ推しは炙り鶏白レバー

懐
か
し
き
住
込
み
の
日
々

空を守る管制官たちの緊迫ドラマ

マイク・
ニューウェル

監
督狂っちゃいないぜ狂っちゃいないぜ

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
１０７１
）


